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最近のテクノロジー（科学技術）の進化には目を見張るものがあ

る．なかでも，情報通信技術（ICT）は，世界中をネットワークで結

び，モノのインターネット化（IoT）を進め，時間と空間の概念を大

きく変えてきた．また，人工知能（AI）の進化は，人の話す言葉や

表情の認識を可能とし，大量のデータ（ビッグデータ）の中から 1

つの特徴を抽出することを可能とした．さらに，これらのテクノロ

ジーを応用するロボットテクノロジーは，製造業の分野で生産性の

向上に大きく寄与している．

これらのテクノロジーの進化は，作業療法の領域においても少な

からず応用されている．たとえば，ロボットテクノロジーは機能回

復訓練に応用され，作業療法の手法の幅を広げることとなった．

ICTは，就学や就労が困難な障害児者に，その場にいなくとも授業

や仕事に「参加」するチャンスを広げた．さらに，ICTを活用した

情報共有やモノづくりを通じたコミュニティの形成へと取り組みが

広がってきている．

本特集では，作業療法の臨床でテクノロジーが密接にかかわる好

事例や理論，リスク等を紹介するとともに，今後のかかわりや発展

性等，期待できる多くの可能性について考えることとしたい．

（東 祐二)
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